
学校での「学校部活動の地域移行」が、全
国的に進められています。背景にあるのは、
急速に進む少子化です。近年、学校は生徒
数･学級数が減少し、さらには教員数も減少
してきています。そのことに伴い、学校部活

動は「部員が足りずチームが編成できない」、「活動したい部活動
が設置されていない」、「専門的な指導ができる教員がいない」な
どのさまざまな課題を抱えています。
　これらの課題を解決するために、休日の学校部活動を地域に
移行することで、子どもたちが将来にわたってスポーツや文化・
芸術活動に親しめる充実した機会を確保していこうという取り組
みを進めています。

　これまで中学校教員が顧問となり学校主体で行ってきた部活
動を、地域の方などが行う仕組みに整備することを「学校部活
動の地域移行」といいます。
　本市は、令和8年10月以降、土・日曜日や祝・休日は、地域や
競技団体などが運営する「休日の活動」に移行します。

学校

教員

運営主体

指導者

実施場所 学校

休日の学校部活動の
運営体制の変更点

地域やスポーツ競技団体、
文化芸術団体 など 

活動に適した場所

地域の指導者

地域移行のメリット

さまざまな活動を選択でき、より専門的
な指導を受けることができる

子ども

地域の方と子どもたちが交流する機会
が増え、地域の活性化につながる

地 域 

教員が生徒と向き合う時間や、授業の
準備をする時間が増える

教 員

Q

A

「休日の活動」は、どのような活動があるの？ 

スポーツ活動、文化・芸術活動、地域行事・
地域活動などがあり、子どもたちが自分に
合った活動を自分のペースで選択すること
ができます。
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「休日の活動」に参加する場合は
どのような費用が必要？ 
活動団体によって異なりますが、保険料や
消耗品費、指導者の指導料などを想定して
います。
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大会やコンクールへの参加はどうなるの？ 

運動部は、中学校体育連盟が主催する大会
に学校部活動として参加することができます。
文化部については、現在検討中です。
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　体全体を低くして打つなど、プレーのコツを教えても
らえて良かったです。他校生とプレーするのは試合のと
きぐらいなので、練習中に集中して打ち方などを見るこ
とができて参考になりました。

　普段の部活動は人数が少なく、実戦形式の練習が
なかなかできないですが、試合もできて良い練習にな
りました。分からないところを優しく教えていただきうれ
しかったです。

 ラケットの傾け方など、専門的なことを細かく教えてく
れます。実際に手本を見せてくれたり、指導者の方と直
接打ち合えたりするところが良かったです。

　さまざまな練習メニューを経験して新しい知識も増えたの
で、チームメートにも伝えたいです。他校生と交流もできて、
鈴鹿のハンドボール部の仲が深まりました。
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　令和8年10月から本格実施する「休日の部活動地域
移行」に向けて、試験的にモデル事業として活動を実施
しています。令和6年度は「ハンドボール」「ソフトテニス」
「ソフトボール」「卓球」の4種目で、各中学校から参加
を希望した生徒が集まり、地域の指導者や競技団体か
ら指導を受けています。
　各種目の指導者と、モデル事業に参加した生徒に話
を聞きました。

休日の活動を実際に体験
試験的に

実施中！
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生徒一人一人を大切に

　年代に応じた育成方法があるため、中学生がレベル
アップするために必要なトレーニングを考えて指導して
います。選手複数人で指導を行っており、けがをしてい
る子にはその子にあったメニューを考えるなど、生徒一
人一人の状況に応じて丁寧に指導することを大事にし
ています。

練習を通じて高めあってほしい

　コートをしっかり使い、ボールにたくさん触れてもら
うことを意識して、練習を行っています。学校間の垣根
を超えて練習を行うので、他校の生徒や指導者のプレー
など、いろんなプレーを見てもらう良い機会になります
。練習を通じてテニス仲間を作ってもらい、ここで体験
したことを中学校でフィードバックして、生徒同士で高
めあってくれたらうれしいです。

選手目線でアドバイス 

　生徒たちに指導しながら自分たちも一緒にプレーし、
ソフトボールの楽しさを伝えています。指導する際は、
選手目線でプレーのアドバイスをしています。その際、
すぐに答えを言うのではなく、どうしたらボールが捕り
やすいかなど、自分たちで考えてもらうことを意識して
います。 

生徒の個性に合わせて指導

　目や体の動かし方、体幹や姿勢など、プレーにおいて
大切な要素がたくさんあり、生徒によって打ち方が異な
るため、試行錯誤しながら、生徒それぞれの個性に合わ
せて教えるように意識しています。生徒との距離感を
大切に、話しやすい雰囲気作りを心掛けています。

鈴鹿市教育長

廣田 隆延
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　中学校の部活動は、子どもたちが学校という身近な場
所でスポーツや文化･芸術活動に触れ、競技力や技術・
体力を向上させるとともに、達成感や連帯感を育む活動と
して、定着してきました。しかし、少子化に伴い、これまでの
部活動が維持しにくい状態となっています。また、本市教
職員の時間外労働時間の多さが看過できない状況にあ
ることを踏まえ、抜本的な改革が必要となっています。
　本市中学校は、令和8年10月以降、休日の学校部活
動は実施しないこととなりますが、地域のさまざまな団体
に活動を担ってもらうことにより、生徒のニーズに合った
活動を選択できるようにします。
　今後は、関係各課や競技団体
などと連携し、中学生が参加でき
る活動場所の確保に努めてまい
ります。市民の皆さまには、この
活動にお力添えいただき、本市の
中学生の居場所づくりに向けて、
ご協力をお願いします。


